
 
Ｆ３１Ｓ３３００１－１ 

 
 
 
 
 
 
 
 

放水型ヘッド等スプリンクラー設備 

制御盤・現場操作盤 

仕様・施工要領書 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

型  式 

 

ＷＣＰ－１０３型 

Ｗ０Ｐ－１０３型 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 日本ドライケミカル株式会社



                                  F31S33001-1 ＷＣＰ－１０３型制御盤 仕様・施工要領書 

日本ドライケミカル株式会社 

－1－ 

 

この仕様・施工要領書は、｢ＫＨＳ－１型放水型ヘッド消火システム｣（以下本消火システムという） 

の〔ＷＣＰ－１０３型 制御盤〕について仕様・施工要領などの説明を行っております。 
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Ⅰ．仕 様 

１．概 要 

 

本消火システムは、平成８年２月１６日付 消防法施行令の改正（平成８年政令第２０号）及び消防

法施行規則の改正（平成８年自治省令第２号）により基準化された｢放水型ヘッド等を用いるスプリ

ンクラー設備｣に適合し、日本消防検定協会のシステム評価（１号評価，評価番号：Ｓ００３）の承

認を受けております。 

本制御盤は評価に基づき、実施される確認試験に合格したものです。 

 

・品  名  ： 放水型ヘッド等スプリンクラー設備制御盤 以下｢制御盤｣という。 

・型式記号  ： ＷＣＰ－１０３ 

・試験番号  ： Ｓ００３Ｃ０１１ 

 

 

また、本制御盤と組合せて使用する現場操作盤は、下記の通りです。 

現場操作盤を使用する時には必ず下記のものを使用して下さい。 

なお、現場操作盤も評価に基づき、実施される確認試験に合格したものです。 

 

・品  名  ： 放水型ヘッド等スプリンクラー設備現場操作盤 

 以下｢現場操作盤｣という。 

・型式記号  ： ＷＯＰ－１０３ 

・試験番号  ： Ｓ００３Ｍ００３ 

 

 

 

本消火システムの評価は放水部、感知部、制御部、手動操作部のシステム評価となっています。 

制御盤，現場操作盤は必ず、試験番号付のものをご使用下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

！ 注 意 
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２．仕 様 

 

（１）電源部 

番号 項 目 内  容 

１ 入力電圧範囲 ＡＣ９０～１１０Ｖ ５０／６０Ｈｚ 

２ 

非常電源装置 

※消火設備用非常電源装置

仕様書参照 

定格ＤＣ２４Ｖ鉛蓄電池を内蔵：蓄電池設備認定委員会認定品 

標準電流容量〔3.6A,5.4A,6.5A〕標準電池容量〔7.2Ah ，15Ah ， 24Ah〕 

尚、電流容量及び電池容量は、回線数及び感知器の種類などの負荷容量

により変わります。 

３ 充電方式 フロート充電方式（標準） トリクル充電方式（特殊） 

 

（２）表示部 

番号 項 目 内  容 

１ 操作パネル 

全区域共通表示灯 

〔運転情報〕電源，充電，自動，手動，点検 

〔異常情報〕電源故障，放水ﾕﾆｯﾄ異常，感知器異常（系統別），起動線断線 

〔共通〕スイッチ注意，起動，放水，解錠※２， 

〔運転モード〕自動モード，点検モード 

２ 操作パネル 各区域別表示灯 区域選択，火災（系統別），扉状態※１，異常 

３ 操作パネル スイッチ 手動起動，緊急停止，蓄電池試験、警報停止、復旧、自動/手動， 

点検，解錠※２ 

４ 操作パネル 他部品 電圧計，内蔵ブザー 

※１：現場操作盤有りの場合  ※２：現場操作盤電気錠付の場合 

 

 

（３）異常監視機能 

番号 項 目 内  容 

１ 感知器回路断線検出 各系統，区域別入力 （終端抵抗５.１ＫΩ） 

検出時、操作パネルに異常灯・感知器断線灯、異常移報を出力 

２ 現操盤起動回路断線検出 各区域別           （現場操作盤の回路内に終端抵抗付） 

検出時、操作パネルに異常灯・起動線断線灯、異常移報を出力 

３ 電磁弁又は電動弁断線検出 各区域別 

検出時、操作パネルに異常灯・放水ﾕﾆｯﾄ異常灯、異常移報を出力 
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（４）制御機能 

番号 項 目 内  容 

１ 放水起動方式 感知器の火災信号と連動して設定遅延時間後に自動的に放水す 

る自動方式と、区域選択を行い手動起動操作で放水する手動方式 

点検モードにより自動起動，手動起動の機能点検が可能 

２ 放水遅延タイマー 放水遅延タイマーの設定時間は、区域毎に設定可能 

設定時間は１秒毎に可能 

３ 緊急停止（手動停止） 緊急停止スイッチにより、弁閉止による通常の放水停止の他に 

放水遅延タイマーの緊急停止機能有り 

 

 

（５）外部接続 

番号 項 目 内  容 

１ 入力 

① 感知器 

・赤外線式スポット型 

・熱画像センサ 

・光電式分離型 

・自火報火災信号 

 

 

各回線１０個以内（回線終端抵抗５.１ｋΩ） 

制御ユニット１台当り最大４台まで（系統別終端抵抗１００Ω） 

中継器内蔵 

無電圧接点信号 

②放水制御ユニット 

放水圧力スイッチ 

放水弁１台当り１個 

放水を検出する圧力スイッチからの信号 

③放水制御ユニット 

手動弁リミットスイッチ 

二次弁閉止側に１個（標準），各ﾕﾆｯﾄに最大４個まで可（特殊） 

手動弁の開閉状態を検出するリミットスイッチからの信号 

④現場操作盤 

操作スイッチ 

区域専用型，複数区域一体型が有（区域選択，手動起動，緊急停止） 

（区域選択線，手動起動線には回線終端抵抗内蔵） 

２ 出力 

①電磁弁又は電動弁 

 

放水弁の主弁を開放するための電磁弁又は電動弁を起動 

有電圧ａ接点ＤＣ２４Ｖ(接続容量５Ａ) 

②現場操作盤 表示灯 電源，運転モード，状態表示等 

③移報接点 受信機などの装置に現在の状態を知らせるための外部出力 

自動，手動，点検，故障（ａ接，ｂ接），火災，放水 

無電圧１ａ接点ＤＣ２４Ｖ、５Ａ 
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（６）筐 体 

番号 項 目 内  容 

１ 外形寸法 〔標準〕１～３回線：H1000×W600×D250（mm）壁掛型 

４～６回線：H1200×W700×D300（mm）壁掛型 

〔特殊〕   回線：H  ×W  ×D  （mm） 

２ 材質 壁掛型：１.６ｔ ＳＰＣ（圧延鋼板） 

自立型：２.３ｔ ＳＰＣ（圧延鋼板） 

３ 塗装色 〔標準〕マンセル ５Ｙ７/１(ｸﾞﾚｰ) 半ツヤ 

又は２.５Ｙ９/１(ｸﾘｰﾑ) 半ツヤ 

〔特殊〕 御指定色：            

４ 取付方法 壁掛式（壁掛型） ， 据置式（自立型） 

 

 

（７）一般仕様 

番号 項 目 内  容 

１ 使用温度範囲 ０～＋４０℃ 

２ 使用湿度範囲 ３０～９０％ＲＨ 

３ 絶縁抵抗 ５００Ｖメガーにて３ＭΩ以上 

４ 耐電圧 ①ＡＣ１００Ｖ系：ＡＣ１０００Ｖ １分間 

② ＤＣ２４Ｖ系： ＡＣ５００Ｖ １分間 

 

 

 

（８）予備品 

番号 項 目 内  容 

１ ヒューズ ＤＣ２４Ｖ系電源 接点警報付ヒューズ２.０Ａ  ６個 

２ アクリル封板 制御盤用 １枚 ，現操盤用（区域数分） 
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Ⅱ．施工要領 

１．付属品 

梱包箱には本体の他に予備品、取扱説明書が入っています。 

はじめに、それらの物がそろっているか確認して下さい。 

①本 体          １台 

②予備品          １式 

③取扱説明書 

 

２．取扱注意事項 

 

 

（１）運 搬 

① 重量物につき取扱いには注意下さい。 

② 運搬中は大きな振動、衝撃を与えないで下さい。機器の故障の原因になります。 

③ 荷おろし、梱包の際は製品に傷を付けないよう、慎重に作業を行って下さい。 

機器の故障の原因になります。 

 

（２）保 管 

①  高温、多湿を避けた屋内に保管して下さい。 

②  振動、塵埃が少なく腐食の恐れのない場所に保管して下さい。 

 

（３）機器の設置場所と環境 

制御盤は、操作・表示灯・電圧の監視をします。警備室、防災センター等の常時人のいる場

所 

に設置して下さい。 

 

消火設備の機器取付については次の点に注意下さい。 

①  現場操作盤は、防護区域を見渡せる場所に取り付けて下さい。 

②  各機器の取付は転倒落下防止、耐震強度を考慮して強固に取り付けて下さい。 

③  制御盤の電源接続は、有資格者が作業して下さい。 

その際、定格電圧の確認と感電防止措置をして下さい。 

④  アース線は確実に制御盤に接続して下さい。 

 

 

！ 注 意 
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（４）据 付 

① 重量物につき据付は慎重に行って下さい。 

落下、転倒によるけが、機器破損の恐れがあります。 

② 機器に衝撃を与えないで下さい。破損、故障の原因になります。 

③ 取付は重量に耐える強固な壁、柱等にしっかりと取り付けて下さい。 

落下、転倒によるけが、機器破損の原因になります。 

 

制御盤は、次の条件を満足する環境に取り付けて下さい。 

① 温度範囲（０～＋４０℃）、湿度（３０％～９０％ＲＨ）の所。 

② 火災による影響、振動、塵埃、腐食の恐れのない所。 

③ 屋内で直射日光による温度上昇の恐れのない所。 

④ 温度、湿度の変化が少ない所。 

⑤ 緊急時の操作がしやすい所。 

（操作部が床面から８００～１５００mm の位置になるように取り付けて下さい。） 

⑥ 保守点検が容易な所。 

 

（５）配 線 

①  制御盤への接続は誤接続のないよう入出力端子表などで確認の上作業下さい。 

②  移報を含め、出力は接続する負荷が定格を越えないように注意下さい。 

 

（６）その他 

・ 内部機器に異常が認められた場合、点検資格者、機器整備の技術を擁する弊社にご用命下さ

い。 

！ 注 意 
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３．据付工事 

制御盤は、次の手順で取り付けて下さい。 

（１） 制御盤固定用の孔位置を壁にけがく。 

（２） けがいた壁の位置に孔をあける。 

（３） ボードアンカーを打ち込む。 

（４） 制御盤を取付壁面に位置あわせして置く。 

（５） 制御盤裏４箇所の固定用孔をつかい、Ｍ１０ネジで壁に固定する。 

（６） 壁面にしっかり固定されているか確認する。 

 

制御盤 寸法 A(mm) 寸法 B(mm) 寸法 C(mm) 寸法 D(mm) 寸法 E(mm) 

WCP-103-01L～03L 550 940 600 1000 250 

WCP-103-01WL～03WL 550 940 600 1000 300 

WCP-103-04L～06L 650 1140 700 1200 300 

WCP-103-04WL～06WL 650 1140 700 1200 350 

 

制御盤が壁面に取り付けられない時は、アングルなどで架台を製作し取り付けて下さい。架台に 

ついては、当社に御相談下さい。 

 

 

・制御盤に孔を開ける場合は、孔あけの際の金属粉が基板に飛散しないように、制御盤内部を充

分に養生してください。 

 

 

 

 

寸法E

扉

制御盤本体

寸
法

D

寸法C

寸法A

寸
法

B

　4-￠
12壁

取
付

孔

制御盤本体

！ 注 意 

壁

　4-壁孔

寸法A

寸
法

B
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４．配線 

 

 

①電源線、信号線等の盤内への引き込みは指定の配線孔を使用して下さい。 

盤に孔あけ加工をすると金属粉などにより制御回路を破損する恐れがあります。 

②電源はＡＣ１００Ｖを受電して下さい。誤ると制御盤を破損する恐れがあります。 

③電源入力ＡＣ１００Ｖは防災設備専用の系統から受電して下さい。 

一般機器の系統から受電しますと、電源が切られたりして正常に動作しないことがあります。 

④アース端子は必ずＤ種接地工事をして下さい。感電の恐れがあります。 

⑤受信機を接続する場合は、制御盤側のコモンと受信機側のコモンの整合性（コモン接続）を

確認すること。誤った配線をすると、全回線作動状態となる場合があります。 

 

 

（１）配線系統図 

機器との配線は以下のようにＨＰ電線、ＩＶ電線をお使い下さい。 

 

 

 

 

 

 

！ 注 意 

熱画像センサ感知器(自火報)

放　
水　
制ユ
御ニ
　ッ
　ト

放水型ヘッド等
ＳＰ消火設備制御盤

ＷＣＰ－１０３

手動弁ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁ

電磁弁又は電動弁

圧力ｽｲｯﾁ

AC100V給電 感知器（炎）

ＩＶ電線

ＨＰ電線

現
場
操
作
盤

スイッチ,表示灯

通話装置

電気錠

CVV電線

信号線：ツイストペア１Ｐ電源線
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（２）外部端子配列表 

外部入出力用の端子台の名称および記号は以下の表の通りです。 

 

ＴＢ０ 
端子 No. 配線記号 信号名称 備 考 

1 Ｒ０ 
１次側ＡＣ電源入力 ＡＣ100Ｖ±10％(50/60Hz)を供給。 

2 Ｓ０ 
3 Ｅ ＦＧ Ｄ種接地。 

 

ＴＢ１ 
端子 No. 配線記号 信号名称 備 考 

4 ＺＣ 移報コモン  
5 Ｚ１ 自動移報  

6 Ｚ２ 手動移報  

7 Ｚ３ 点検移報  

8 Ｚ４ 電源故障（ａ接）移報 故障移報を b 接で取得したい場合は Z5 を結

線。a 接で取得したい場合は Z4 を結線して下

さい。（Z4とZ10は内部にて繋がっています。） 

9 Ｚ５ 故障（ｂ接）移報 

10 Ｚ１０ 機器故障（ａ接）移報 
11 Ｚ１１ NO.1 火災 

区域数に応じて有り。 
12 Ｚ１ｎ NO.n 火災 

13 Ｚ２１ NO.1 放水中 
区域数に応じて有り。 

14 Ｚ２ｎ NO.n 放水中 

15 ＬＳ１Ｃ NO.1 放水制御ﾕﾆｯﾄ 入力コモン  

16 ＬＳ１１ 〃      １次側開 特殊時に結線。 

17 ＬＳ１２ 〃      ２次側開 特殊時に結線。 

18 ＬＳ１３ 〃      ２次側閉 標準。 

19 ＬＳ１４ 〃      試験弁閉 特殊時に結線。 

20 ＰＳ１ 〃      圧力ＳＷ  

21 ＭＶ１＋ 〃      電磁弁＋側 
電動弁の場合は、端子数と記号が異なります。 

22 ＭＶ１－ 〃      電磁弁－側 

23 ＦＤ１１Ｌ NO.1 区域用感知器   Ｌ 熱画像センサ及び光電式分離型感知器の場合

は、端子数と記号が異なります。 

内部回路でＣ端子がコモンになっています。 24 ＦＤ１１Ｃ 〃        Ｃ 

25 ＦＤ１２Ｌ NO.1ＡＮＤ用感知器  Ｌ 熱画像センサ及び光電式分離型感知器の場合

は、端子数と記号が異なります。 

内部回路でＣ端子がコモンになっています。 26 ＦＤ１２Ｃ 〃        Ｃ 

27 ＬＳｎＣ NO.ｎ放水制御ﾕﾆｯﾄ 入力コモン 区域数に応じて有り。 

28 ＬＳｎ１ 〃      １次側開 特殊時に結線。 

29 ＬＳｎ２ 〃      ２次側開 特殊時に結線。 

30 ＬＳｎ３ 〃      ２次側閉 標準。 

31 ＬＳｎ４ 〃      試験弁閉 特殊時に結線。 

32 ＰＳｎ 〃      圧力ＳＷ  

33 ＭＶｎ＋ 〃      電磁弁＋側 
電動弁の場合は、端子数と記号が異なります。 

34 ＭＶｎ－ 〃      電磁弁－側 

35 ＦＤｎ１Ｌ NO.ｎ区域用感知器   Ｌ 熱画像センサ及び光電式分離型感知器の場合

は、端子数と記号が異なります。 

内部回路でＣ端子がコモンになっています。 36 ＦＤｎ１Ｃ 〃        Ｃ 

37 ＦＤｎ２Ｌ NO.ｎＡＮＤ用感知器  Ｌ 熱画像センサ及び光電式分離型感知器の場合

は、端子数と記号が異なります。 

内部回路でＣ端子がコモンになっています。 38 ＦＤｎ２Ｃ 〃        Ｃ 

※なお、ＴＢナンバー及び端子Ｎｏ．と配線記号は、実際のものと異なる場合があります。 
但し、配線記号と信号名称の対比及び区域数と現場操作盤数の記号の考え方は、表の通りです。 
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ＴＢ２ 
端子 No. 配線記号 信号名称 備 考 

1 ＩＮＴ１＋ ＮＯ.１現場操作盤 通話装置 電源＋ 
 

2 ＩＮＴ１－ 〃          電源－ 

3 ＩＮＴ１Ｃ 〃        信号コモン 現場操作盤が親機の場合は、 

端子数と記号が異なります。 4 ＩＮＴ１１ 〃        信号１ 

5 ＥＫ１＋ ＮＯ.１現場操作盤     電気錠 ＋ 

〃        電気錠 － 
電気錠無しの場合は無し。 

6 ＥＫ１－ 

7 ＧＳ１Ｃ ＮＯ.１現場操作盤   スイッチコモン 

 

8 ＤＳ１１ 〃       ドアスイッチ 

9 ＧＳ１１ 〃     緊急停止スイッチ 

10 ＧＳ１２ 〃 NO.1 区域手動起動スイッチ 

11 ＧＳ１３ 〃 NO.1 区域区域選択スイッチ 

12 ＧＳｎ２ 〃 NO.n 区域手動起動スイッチ 
区域数に応じて有り。 

13 ＧＳｎ３ 〃 NO.n 区域区域選択スイッチ 

14 ＧＬ０Ｃ ＮＯ.１現場操作盤    電源灯コモン 

 

15 ＧＬ１０ 〃       電源灯 

16 ＧＬ１Ｃ 〃       表示灯コモン 

17 ＧＬ１１ 〃       自動灯 

18 ＧＬ１２ 〃       手動灯 

19 ＧＬ１３ 〃       点検灯 

20 ＧＬ１４ 〃       起動灯 

21 ＧＬ１５ 〃       放水中灯 

22 ＧＬ１６ 〃       異常灯 

23 ＧＬ１７ 〃      他区域操作中灯 現場操作盤が２台以上ある時。 

24 ＧＬ１８Ａ 〃  NO.1 区域火災(区域)灯  

25 ＧＬ１８Ｂ 〃  NO.1 区域火災(ＡＮＤ)灯 感知器が１系統の時は無し。 

26 ＧＬ１９ 〃  NO.1 区域区域選択灯  

27 ＧＬｎ８Ａ 〃  NO.n 区域火災(区域)灯 
区域数に応じて有り。 28 ＧＬｎ８Ｂ 〃  NO.n 区域火災(ＡＮＤ)灯 

29 ＧＬｎ９ 〃  NO.n 区域区域選択灯 

30 ＩＮＴｍ＋ ＮＯ.ｍ現場操作盤 通話装置 電源＋ 
 

31 ＩＮＴｍ－ 〃          電源－ 

32 ＩＮＴｍＣ 〃        信号コモン 現場操作盤が親機の場合は、 

端子数と記号が異なります。 33 ＩＮＴｍ１ 〃        信号ｍ 

34 ＥＫｍ＋ ＮＯ.ｍ現場操作盤     電気錠 ＋ 

〃        電気錠 － 
電気錠無しの場合は無し。 

35 ＥＫｍ－ 

36 ＧＳｍＣ ＮＯ.ｍ現場操作盤   スイッチコモン 

 

37 ＤＳｍ１ 〃       ドアスイッチ 

38 ＧＳｍ１ 〃     緊急停止スイッチ 

39 ＧＳｎ２ 〃 NO.n 区域手動起動スイッチ 

40 ＧＳｎ３ 〃 NO.n 区域区域選択スイッチ 

41 ＧＬ０Ｃ ＮＯ.ｍ現場操作盤    電源灯コモン 

42 ＧＬｍ０ 〃       電源灯 

43 ＧＬｍＣ 〃       表示灯コモン 

44 ＧＬｍ１ 〃       自動灯 

45 ＧＬｍ２ 〃       手動灯 

46 ＧＬｍ３ 〃       点検灯 

47 ＧＬｍ４ 〃       起動灯 

48 ＧＬｍ５ 〃       放水中灯 

49 ＧＬｍ６ 〃       異常灯 

50 ＧＬｍ７ 〃      他区域操作中灯 現場操作盤が２台以上ある時。 

51 ＧＬｍ８Ａ 〃  NO.n 区域火災(区域)灯  

52 ＧＬｍ８Ｂ 〃  NO.n 区域火災(ＡＮＤ)灯 感知器が１系統の時は無し。 

53 ＧＬｍ９ 〃  NO.n 区域区域選択灯  
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（３）制御盤～現場操作盤間 結線図 

 

 

ＧＬｍＣ（ＧＬコモン）及びＧＳｍＣ（ＧＳコモン）は、＋コモンです。 

結線を間違えると制御回路が破損します。間違いなく結線して下さい。 

 

 

制御盤の監視する防護区域、各々隣接する部分の電気工事・配管工事を行う場合は、放水制御

ユニットの手動弁を操作して、誤放水を防ぐなどの対策を必要とします。この場合、消防設備士

の立会いが必要となります。 

 

 

！ 注 意 

ＩＮＴｍ－

ＩＮＴｍ＋

ＩＮＴｍ１

ＥＫｍ＋

ＥＫｍ－

ＧＳｍＣ

ＤＳｍ１

ＧＳｍ１

ＧＳｎ２

ＧＳｎ３

制御盤 現場操作盤

制御盤と現場操作盤の配線接続図

ＩＮＴｍＣ

配線記号

ＧＬｍ０

ＧＬ０Ｃ

ＧＬｍ１

ＧＬｍ２

ＧＬｍ３

ＧＬｍ４

ＧＬｍ５

ＧＬｍ６

ＧＬｍ７

ＧＬｎ８Ａ

ＧＬｍＣ

ＧＬｎ８Ｂ

ＧＬｎ９

端子台

ＩＮＴｍ－

ＩＮＴｍ＋

ＩＮＴｍ１

ＥＫｍ＋

ＥＫｍ－

ＧＳｍＣ

ＤＳｍ１

ＧＳｍ１

ＧＳｎ２

ＧＳｎ３

ＩＮＴｍＣ

配線記号

ＧＬｍ０

ＧＬ０Ｃ

ＧＬｍ１

ＧＬｍ２

ＧＬｍ３

ＧＬｍ４

ＧＬｍ５

ＧＬｍ６

ＧＬｍ７

ＧＬｎ８Ａ

ＧＬｍＣ

ＧＬｎ８Ｂ

ＧＬｎ９

端子台

※１　ｍは、現場操作盤番号を示す。ｍの数字同士を結線します。

※２　ｎは、区域番号を示す。ｎの数字同士を結線します。

通
話
装
置

電
気
錠

操
作
ス
イ
ッ
チ

表
示
灯

※３　ＧＬ及びＧＳのコモンは、＋コモンです。ＤＣ２４Ｖが通電していますので、注意して下さい。

※３

※３

※３

通
話
装
置

電
気
錠

＋

－

＋

－

！ 注 意 
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５．移報出力 

制御盤や設備の状態の信号を出力します。 

①運転モード（自動，手動，点検の３点） 

②故 障（供給電源異常，電源故障，設備の機器異常を一括） 

※ａ接，ｂ接出力あり。 

③火 災（区域毎） 

④放 水（区域毎） 

 

（１）信号仕様 

無電圧ａ接点信号（故障のみｂ接も有り。） 

接点仕様：ＤＣ３０Ｖ，ＡＣ２５０Ｖ ５Ａ（抵抗負荷） 

 

（２）端子表 

移報信号に関係する端子台の端子表示及び名称 

端子表示 名 称 出力時の条件 備 考 

ＺＣ コモン   

Ｚ１ 自 動 

運転モードと連動して信号出力  Ｚ２ 手 動 

Ｚ３ 点 検 

Ｚ４ 故 障（ａ接） 故障時に接点ＣＬＯＳＥ  

Ｚ５ 故 障（ｂ接） 故障時に接点ＯＰＥＮ  

Ｚ１ｎ 火 災 
感知器作動で火災灯点灯と連動して信号出力 

感知器２系統の場合は、２系統共作動で出力 区域毎に有り 

Ｚ２ｎ 放 水 弁開放と圧力スイッチ作動で出力 
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６．パラメータ設定器の取扱いについて（社外秘） 

 

放水起動遅延タイマーの設定は、盤内に取付けのパラメータ設定器で工場出荷時に行っています。 

しかし、現場での社内試験や消防検査の都合上、設定時間を変更したい場合の設定変更についての 

取扱いを説明します。 

 

・取扱い操作 

電源投入後、監視状態より操作開始  表示は “０００” 

準備操作 

１）区域番号スイッチで“００”を設定する。 

２）パスワードを入力 

遅延時間（秒）スイッチで“１０３”を設定する。 

 ⇒ “０００”表示 

３）書込スイッチを操作する。 ⇒ “１０３”表示 

↓                  パラメータ設定器 

設定変更可能 

 

変更操作 

１）変更したい区域番号を区域番号スイッチで設定する。 ⇒ 現在の設定値を表示 

２）変更したい設定値を遅延時間（秒）スイッチで設定する。 

３）書込スイッチを操作する。 ⇒ 変更した設定値を表示 

※ 書込スイッチは、１回の操作では表示が切り替わらない場合があります。 

切り替わるまで、書込スイッチの操作をして下さい。 

 

復旧操作 

１）区域番号スイッチで“００”を設定する。 ⇒ “１０３”表示 

２）復旧パスワードを入力 

遅延時間（秒）スイッチで“０００”を設定する。 

３）書込スイッチを操作する。 ⇒ “０００”表示 

↓ 

復旧完了（設定変更不可） 

 

 
 

パラメータ設定器では、放水起動遅延タイマーの他、物件毎に対応した色々な設定値を工場出

荷時に設定しています。設定表にある変更必要項目以外の設定値は変更しないで下さい。制御盤

及び消火設備の機能に支障が出る恐れがあります。また、放水起動遅延タイマーの変更をした場

合は引渡前には、必ず工場出荷時の状態の戻してください。 

！ 警 告 

設定表示（秒）

設定入力

書込 区域番号 遅延時間(秒)

０ ０
＋ ＋

－ －

０ ０
＋ ＋

－ －

０
＋

－
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パラメータ設定表 

 

 
区域 

番号 
内容 

工場 

出荷値 
  

区域 

番号 
内容 

工場 

出荷値 

00 ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ（103） 103   50 固定設定値 0 
※４ 01 No.1 区域放水遅延時間 ※１   51 固定設定値 0 

※４ 02 No.2 区域放水遅延時間 ※１   52 固定設定値 0 

※４ 03 No.3 区域放水遅延時間 ※１   53 固定設定値 0 

※４ 04 No.4 区域放水遅延時間 ※１   54 固定設定値 0 

※４ 05 No.5 区域放水遅延時間 ※１   55 固定設定値 0 

※４ 06 No.6 区域放水遅延時間 ※１   56 固定設定値 0 

※４ 07 No.7 区域放水遅延時間 ※１   57 固定設定値 0 

※４ 08 No.8 区域放水遅延時間 ※１   58 固定設定値 0 

※４ 09 No.9 区域放水遅延時間 ※１   59 固定設定値 0 

※４ 10 No.10 区域放水遅延時間 ※１   60 固定設定値 0 

※４ 11 No.11 区域放水遅延時間 ※１   61 電源故障監視時間 2 

※４ 12 No.12 区域放水遅延時間 ※１   62 固定設定値 0 

※４ 13 No.13 区域放水遅延時間 ※１   63 電磁弁断線監視時間 2 

※４ 14 No.14 区域放水遅延時間 ※１   64 圧力ｽｲｯﾁ監視時間 1 

※４ 15 No.15 区域放水遅延時間 ※１   65 区域選択線断線監視時間 2 

※４ 16 No.16 区域放水遅延時間 ※１   66 固定設定値 0 

17 固定設定値 0   67 起動線断線監視時間 2 

18 固定設定値 0   68 固定設定値 0 

19 固定設定値 0  ※４ 69 放水異常監視時間 60 

20 固定設定値 0   70 区域感知器感知時間 3 

21 No.1 区域の現操盤番号 ※２   71 AND 感知器感知時間 3 

22 No.2 区域の現操盤番号 ※２   72 区域感知器断線監視時間 2 

23 No.3 区域の現操盤番号 ※２   73 AND 感知器断線監視時間 2 

24 No.4 区域の現操盤番号 ※２   74 放水ﾕﾆｯﾄ異常監視時間 3 

25 No.5 区域の現操盤番号 ※２   75 区域選択切替無効時間 3 

26 No.6 区域の現操盤番号 ※２   76 固定設定値 0 

27 No.7 区域の現操盤番号 ※２   77 固定設定値 0 

28 No.8 区域の現操盤番号 ※２   78 固定設定値 0 

29 No.9 区域の現操盤番号 ※２   79 固定設定値 0 

30 No.10 区域の現操盤番号 ※２   80 固定設定値 0 

31 No.11 区域の現操盤番号 ※２   81 No.1AND 感知器グループ ※２ 

32 No.12 区域の現操盤番号 ※２   82 No.2AND 感知器グループ ※２ 

33 No.13 区域の現操盤番号 ※２   83 No.3AND 感知器グループ ※２ 

34 No.14 区域の現操盤番号 ※２   84 No.4AND 感知器グループ ※２ 

35 No.15 区域の現操盤番号 ※２   85 No.5AND 感知器グループ ※２ 

36 No.16 区域の現操盤番号 ※２   86 No.6AND 感知器グループ ※２ 

37 固定設定値 0   87 No.7AND 感知器グループ ※２ 

38 固定設定値 0   88 No.8AND 感知器グループ ※２ 

39 固定設定値 0   89 No.9AND 感知器グループ ※２ 

40 固定設定値 0   90 No.10AND 感知器グループ ※２ 

41 AND 感知器使用有無 ※３   91 No.11AND 感知器グループ ※２ 

42 固定設定値 0   92 No.12AND 感知器グループ ※２ 

43 一次弁開放側ＬＳ有無 ※３   93 No.13AND 感知器グループ ※２ 

44 二次弁開放側ＬＳ有無 ※３   94 No.14AND 感知器グループ ※２ 

45 二次弁閉止側ＬＳ有無 ※３   95 No.15AND 感知器グループ ※２ 

46 試験弁開放側ＬＳ有無 ※３   96 No.16AND 感知器グループ ※２ 

47 固定設定値 0   97 固定設定値 0 

48 固定設定値 0   98 固定設定値 0 

49 固定設定値 0   99 固定設定値 0 

時間設定範囲内は、０～３００（秒）です。設定値が、３０１以上の場合３００設定となります。 

※１）物件毎に設定値が変わります。変更した場合は、工場出荷時の設定値に必ず戻して下さい。 

※２）物件毎に設定値が変わります。絶対に変更しないで下さい。 

※３）使用監視有無等は、使用が１で未使用が０設定です。 

※４）現場にて変更しても影響の無い項目です。区域番号６９については、現場に合った設定値に変更可能です。 

 


